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研究成果の概要（和文）：本居宣長の国学は、中世歌学をルーツとし、同時代の儒学を仮想敵として近世中期に
成立した日本古典学の体系である。そこには文学研究という側面と復古思想の鼓吹という側面があって、複雑な
樹形図の中に描くことができるものである。そのような進化の途上において、国学は二度大きな変容を経験し
た。一度目は近世後期（幕末）であり、二度目は昭和十年代である。
近世後期においては、富士谷御杖による宣長国学の受容が最も異形の受容形態を取っている。言霊倒語説による
古代文学の解読は宣長国学のもう一つの可能性を示した。また、昭和十年代の教科書・辞書における敷島の歌の
解釈は、当時の日本精神論の枠組みの中で変容し、曲解された。

研究成果の概要（英文）：Motoori Norinaga's Japanese classical literature was a system of the 
Japanese classic study materialized in the middle of modern times, and it was materialized 
considering the study of a medieval song as the origin, and was simultaneously materialized 
considering modern Confucianism as an enemy. In the way from which it evolves, Japanese classical 
literature experienced the twice big change.Japanese classical literature changed at first in the 
second half of modern times, and changed into the Showa 10s renewedly. 
Fujitani Mitsue transfigured the Norinaga's Japanese classical literature most greatly. In the 
context of the Japanese idea of spirit, Shikishima's song was re-interpreted and was misread in the 
Showa 10s.

研究分野：日本近世文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本居宣長の国学は学問として文学と思想の両面の属性を持つことから、後世において誤読や曲解を受けることが
多かった。だが、その内実についての検証は必ずしもきちんとなされてきたわけではない。本研究課題では宣長
の国学がいかに誤読され、曲解されたのかという点について、近世後期においては富士谷御杖、昭和十年代にお
いて教科書・辞書を対象として、資料を調査収集し、具体的に分析し、宣長国学に関する誤読・曲解が起きる原
因を究明した。このような現象は宣長国学のみに限定されることではなく、多少とも思想的な色彩を帯びた学問
体系は、時局に利用される側面があるということに応用できると推察される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本古典文学の研究は国文学が成立する遙か以前から始まり、現代に至るまで形を変えつつ

存続している。古代に始まり、中古・中世に醸成され、近世に集成・発展し、近代に受け継がれ

てきたのである。個別の作品研究には濃淡の差があるのは確かであるが、総体として見た場合、

相互に影響を受けあって展開していると言ってよい。鈴木健一編『江戸の〈知〉―近世注釈の世

界』（森話社、2010年）によれば、近世注釈は集成（インプット）と公開（アウトプット）で

ある。質量ともに中世を凌駕する注釈書を世に問うたのが近世という時代であった。 

申請者もこの書籍の企画に賛同し、「『土佐日記』主題論の展開─『土佐日記解』秋成序文の

受容」という論文を執筆した。それは一義的には上田秋成が『土佐日記』研究の一環として草し

た序文の中に、真淵国学の神髄が表現されていることを指摘したものである。要するに、女性仮

託という方法は、亡児を嘆くことを女々しいこととする後世のイデオロギーによって本心を明

かせない苦悩を表現したものであると秋成は理解した。この序文は真淵国学を受け継ぐものと

して受容され、多くの者が影響を受けた。その中に極めて特異な観点を有する注釈が存在するこ

とに思い至った。それは富士谷御杖『土佐日記灯』である。御杖は秋成の土佐日記観を粉砕する

ために、紀貫之が『土佐日記』を執筆した理由を土佐という小国への任官の憤りにあることを背

景として書かれたという、言霊倒語説をうち立てた。「言霊倒語説」とは、直言すれば災いが起

き、倒語（反対の言葉や無関係の言葉）を用いると幸いが訪れるという表現論である。御杖によ

れば、言葉の表面上の意味を突き破って、裏の意味をあぶり出し、その先に表現者の本心を探り

当てることによって、はじめて文学作品の読解が完成するというわけである。この言霊倒語説に

よって、日本古典文学は大胆に読み替えられ、それまで知られていなかった姿を読者の前に現す

というのである。御杖の言霊倒語説は孤高の説であり、極めて魅力的で可能性があるにもかかわ

らず、これを引き継ぐ者がいなかったために、そのまま埋もれてしまったと言える。このような

経緯の下に富士谷御杖の国学は現代から見れば、孤高の学問体系となった。 

ここにおいて、富士谷御杖の国学を近世後期における国学の一つの到達点であるという仮説

に基づき、国学が後世において受容される形の中に、国学本来の姿が現れるという命題を得た。

この命題を検証し、その真偽を判断することが次の仮題となる。 
 
２．研究の目的 
 江戸時代は古典文学の研究が花開き、さまざまな手法が模索された時期である。それは中世ま

でに蓄積された研究を集成するという営為と、出版という流通革命による流布、そして世界一の

識字率を背景にした啓蒙、というファクターが相俟って、古典研究はその裾野を大きく拡げてい

った。そうして、古典研究は熱を帯び、ついに沸点に達した。その結果、古典研究の中にきわめ

て異色で異彩を放つアプローチが、ジャンル横断的に、そして時代縦断的に出現したのである。

それらの研究法は近代の文学評論を先取りする斬新さと、誤読と見做されかねない深読みを兼

ね備えた魅力的な研究である。それらを系譜学的にたどることによって、近世注釈史を立体的に

構築することができると確信する。 

具体的には二つの方向性を想定している。一つ目は、近世後期における富士谷御杖の国学、と

りわけ古典文学の注釈が圧倒的に本居宣長の国学の影響を受けつつ、独自の要素を付加するに

至る経緯を検証することである。二つ目として、近代の人文学（国文学・国史学・哲学思想）が

本居宣長の国学を受容するに際して、いかに誤読と曲解を繰り返して、同時代思想と共鳴したか

ということを検証することである。幕末と昭和十年代という二つの時期における国学の姿の中



に国学の本質を見出そうという目論見である。 
 
３．研究の方法 
本課題研究は、近世後期（幕末）と昭和十年代の相異なる二つの時代が、本居宣長の国学をい

かに受容したかという観点から、国学の見えざる本質を明らかにしようとするものである。まず、

近世後期においては、文学研究が質量ともに豊富に発展した証として、突然変異的な注釈法が花

開いたことを実証することを目的とする。それは、（１）俳諧における各務支考、（２）漢学にお

ける葛西因是、（３）和歌および日本古典文学における富士谷御杖、（４）源氏物語研究における

萩原広道である。それは記号論・構造主義詩学を先取りする研究法である。それらの研究に歴と

した影響関係を見出すことはできないが、そこには固有の言語観・解釈学の方法・世界観哲学の

視角という三つの共通点があり、白話小説批評用語という共通の基盤がある。以上のように、ジ

ャンル横断的な比較研究によって、富士谷御杖の国学が突然変異的な現象に見える面はあるも

のの、近世後期の同時代現象として捉えることができることを検証する。 

次に昭和十年代の国学受容については、次のような方法によって研究を遂行する。すなわち、

本居宣長の自讃歌（敷島の歌）「敷島の大和心を人問はば朝日に匂ふ山桜花」をめぐって、これ

がいかに享受されたか、という点について、次の三点の方向から調査研究を行う。一つ目は、敷

島の歌が尋常高等小学校・旧制中学校における国語・国史・修身の教科書に掲載され、教室で教

えられたことを可能な限り再現するべくデータを収集する。二つ目は、教育学辞典と哲学辞典に

おいて、宣長国学がどういう位置にあったかということを調査する。三つ目として、当時の日本

精神論との関わりの中で、敷島の歌がいかに誤読され、曲解されるにいたったかを検証する。以

上の三点にしぼって昭和十年代の国学の受容史をたどっていく。 
 
４．研究成果 

本研究課題は、次の三点の成果を得た。 

（1）国学の同時代における受容 

（2）国学の近世後期における受容 

（3）国学の近代（特に昭和十年代）における受容 

以下、研究発表および研究論文に即して具体的に研究成果について簡潔に説明していく。 

まず、（1）「国学の同時代における受容」については、賀茂真淵『冠辞考』、本居宣長『おもひ

草』『美濃の家づと』『馭戎慨言』、村田春海『竺志船物語』をめぐって、それぞれの著作が同時

代にどのように受容されたのかという観点から、その実態と内実を検証した。その結果、各作品

は著者の意図を大きく外れることなく受け容れられ、新たな国学書を生み出す契機となったこ

とが判明した。次に、（2）「国学の近世後期における受容」については、富士谷御杖の言霊倒語

説の成立が、宣長国学に圧倒的な影響を受けながらも、独自の言語思想に裏付けられた発想によ

って唯一無二の表現論および解釈学を構築することができた経緯を明らかにした。最後に、（3）

「国学の近代（特に昭和十年代）における受容」については、「宣長国学の表象」という観点か

ら、尋常高等小学校・旧制中学校における国語・国史・修身教科書に掲載された宣長をめぐる言

説が宣長のイメージ形成に果たした役割について考察した。国語・国史・修身という三科目にわ

たって宣長国学が取り上げられるということ自体が昭和十年代の特徴であって、敗戦によって

その扱いが大きく変容した。国語教科書は、いわゆる墨塗り教科書の調査によって宣長の歌が墨

塗りの対象とされたことを明らかにし、敷島の歌および「松坂の一夜」が消失したことを確認し

た。国史教科書は一定期間の授業停止期間を経て、国学が愛国的思想から近世諸学問の一つとい

う扱いに変更されたことを明らかにした。修身教科書はＧＨＱによる「神道指令」によって教科



自体が廃止となり、以後今日に至るまで復活していない。次に、宣長国学が満洲事変を契機とし

て流行した日本精神論という同時代イデオロギーの文脈で認識され、誤読・曲解された。敗戦を

経て、誤読された宣長国学のイメージを払拭することが声高に唱えられた。 

以上、三点において獲得された成果を要約すれば、国学は各時代においてさまざまな顔を見せ

るが、とりわけ乱世（幕末・昭和十年代）において、より大きく、よりドラマティックに国学体

系の変容が見られることを実証した。 
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